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市原第７団ボーイ隊長　土橋一弘

２０１９年６月度テーマ ； あるけ！

あるけ！  ； 「♪あるけ（P46)」から
７月の隊活動予定

テーマ ； 我らを照らせよ
活動目標 ； ・好奇心と冒険心を満足する活動を行う。

　　　　歩け歩け　リズム合わせて ・班活動を通じて、自分の役割と責務を果たすことを学ぶ。
　　　　わが旗かざし 目指す丘に進まん プログラム ； キャンプ
　　　　行く手けわしくとも　朗らかに歌いて ソング ； 煙は舞うよ
　　　　まことのしるべを　強く歩まん 当番班 ； バッファロー班

日時 場所 集会 内容
　ひたすら延々と黙々と歩いているだけでは楽しくないでし
ょう。　歌を歌ったり、しりとりゲームしたり、観察して発見し
た事をみんなで楽しんだり、何か変化をつけたハイキング
の方が楽しいし、班の仲間と一緒にゴールに向かっている
気持ちにもなれるだろうね。
　

７／９ 姉崎公民館 班長会議
７／９ 姉崎公民館 班長訓練
７／20～２１ 団野営場 隊集会 訓練キャンプ
７／26 姉崎公民館 夏季キャンプ健康診断

　
班ハイキング   ５月度 班活動 

スカウトのみんなへ「土橋隊長」です。(^^)/ 　5月度の活動は各班毎に企画・計画から実施、報告書作成までスカウト
自ら行う班ハイキングを実施してもらいました。
　実施状況は班のカラーが出たようでしたが、反省点を学んで次回に生
かしてもらいたいところです。
　・・・いつもリーダーが作成している計画書等、大変でしょ（＾＾）

〇 あらためて、5月の育成会総会で隊長に任命された土橋隊長です。なかなか集
会の場などで自分のことをお話しする機会も無かったので、この紙面で自己紹介
させてもらい、自分のことを良く知ってもらいたいことと、こんな隊長、こんな
ボーイ隊、こんなスカウトになって欲しいなということを書いてみたいと思いま
す。
〇 1971年東京赤羽で生まれて、赤羽→東京江東区→埼玉県三郷市から小学校
３年の時に市原市に引っ越して来たところ。しばらくして友達から誘われて小学
４年から市原第７団でカブスカウトを始め、有秋中やその上の学校でもバスケ部
をやりながらボーイスカウトを続け、就職して山梨甲府に赴任するまでローバー
スカウトとして活動して今現在に至るというところ。
〇 そんな長くスカウト活動をしてきた自分なので、活動の大変さや楽しさはよ
く知っているつもり。だから今でも記憶している「大変な中にも楽しい活動」を
君たちに経験してもらえるように、隊長として補佐していきたいと思うのです。
〇 君たちが大人になるまでいろいろな経験をするだろうけど、ボーイスカウト
ならではの経験は、これから大きくなるにつれ生かされていくと思う、そして、
君たちが自らの力で生きていけるようなスカウトになってもらいたいのです。
〇 また、スカウト活動について、時には気持ちが落ち込んでしまうこともある
かもしれないけど、隊長の経験からもアドバイスできることが多くあると思うの
で、気軽に相談してもらいたいな。長くスカウト活動を進められるように。

小西団委員長から引き継ぎ隊長になりました土橋です。
ボーイスカウト経験者とは言え、ボーイ隊長としてはこれから経験を積む新人です。
過年度にはウッドバッジ研修所等の研修を受けてはいるものの、次となる実習所にて
学習したあと、スカウトたちに活動内容で還元したいと思うところですが、家庭の事
情で各種研修等の活動日数を抑制しているところです。場合によっては私の都合で隊
集会自体の実施に支障がある可能性があります。
　そうは言っても隊長を引き受けた結論・責任がありますので、スカウトために、そ
して自分自身の成長ために、鋭意努力して行きたいと考えています。
　スカウト活動は部活の勝敗や学習塾の点数の様に目に見える形で判断できるもので
はありませんが、自分の経験からも、多様なスキルや奉仕の気持ちを持つ人など、こ
れから大人になる過程できっと役に立つ経験ができるものと考えています。
　自分の息子もあっという間に大きくなり社会人として働いていますが、スカウトた
ちもあっという間に大きくなってしまいます、この時期だからこそできる保護者の関
与・お力添えをいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
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保護者の皆様へ


